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⼤分類    
中分類    
⼩分類    
キーワード 国際ホテル、堀抜義太郎、松下電⼯、芦屋学園、海南荘 
項⽬名 国際ホテル 

概要：国際ホテルの建設から建物の終焉まで 
⽬次： 
１．写真 
２．建物概要 
３．施⼯会社 
４．ホテルについて 
５．建築主の変遷 
６．阪神淡路⼤震災 
 
内容： 
１．写真（芦屋市ホームページより：思い出写真館【現存する芦屋のモダニズム建築】） 

 
 芦屋市が 1990/11/10 に刊⾏した「芦屋今むかし」には、「六麓荘国際ホテル」というタイトルで 

 国際ホテルは、茅渟(ちぬ)の海を⾒下ろし、四季を通じて観光明媚、しかも芦屋駅から⼗数分
の便利な⽴地ということで、昭和 12 年 9 ⽉六麓荘に建設されました。戦時中は、企業の研究室
として使⽤されたりしましたが、戦後は⽶軍に接収され、外国⼈や⼀流財界⼈が泊まるホテルと
して有名でした。 
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 とあるが、外国⼈などが泊ったというところが時期も内容も意味不明。 
 
２．建物概要（旧登記簿より⼀部を転記） 
 ２−１．六麓荘町⼋⼋番地（家屋番号：打出弐参〇参） 
  ・鉄筋コンクリート造陸屋根六階建て地下階付 
   ⼀階：弐七参㎡〇五、⼆階：弐四七㎡九参 〜 六階：弐四㎡七九、地下：九九㎡壱七 
 
 ２−２．六麓荘町⼋九番地（家屋番号：打出弐参〇四番四） 
  ・鉄筋コンクリート造⼀部⽊造スーペーアルソイド葺⼆階建 
   ⼀階：弐壱壱㎡七参、⼆階：壱壱⼋㎡九四 
 
 ２−３．登記番號：第四七貮貮號（損耗閉鎖登記簿） 
   表題部 壹番 昭和拾四年九⽉貮拾九⽇受附 武庫郡精道村打出字剱⾕四九番ノ壱地上 

 ･･･ 右登記ス [川⼝記：図⾯有りとあるが保管されていないのが残念] 
   甲   壹番 昭和拾四年九⽉貮拾九⽇受附 左ノ者ノ為メ所有権ヲ登記ス 
          川邊郡伊丹町伊丹貮参六番地 堀抜義太郎 [川⼝記：個⼈で建てたもの] 
       貮番 昭和拾九年参⽉七⽇受附 賣買證書に依リ左ノ者ノ為メ所有権ノ取得ヲ登記ス 
          ⼤阪府北河内郡⾨眞千六番地 松下電器産業株式會社 
       参番 昭和弐弐年壱⽉弐参⽇受附 特別経理會社ノ旧勘定ニ所属スル財産ﾅﾙｺﾄｦ登記ｽ 
       四番 昭和貮四年拾貮⽉貮参⽇受附 

 昭和貮四年拾貮⽉拾五⽇新勘定及び旧勘定併合ニ[･･判読不可･･]旧勘定登記 
       五番 所有権移転 昭和参拾参年参⽉弐五⽇受付第壱⼋五七号 

 原因 昭和同年同⽉拾五⽇賣買 
 取得者 芦屋市六麓荘町六拾番地 学校法⼈芦屋学園   右登記する  

３．施⼯会社 
 ３−１．会社名  ⽵中⼯務店 神・⽀ 
 ３−２．竣⼯年度 昭和 12 年 
 ３−３．設計者  宮地⽶三 
 
４．ホテルについて 
 ４−１．パンフレット 
    （近代宝塚歴史紀⾏ web より） 

伊丹にあった掘抜帽⼦製造所の社⻑
で、六麓荘在住の掘抜義太郎が⾼級住宅
地芦屋市六麓荘に建てたホテルで、昭和
１４年１０⽉６⽇開業しました。（室数１
３、収容⼈員１８）敗戦後は連合国進駐軍
に接収され、その後、芦屋⼥⼦短期⼤学の
校舎として、利⽤されました。 
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パンフレットには、「秀峰六甲⼭麓、名⾼い健康住宅地、天下の芦屋の頂⾓、六麓荘の⼭稜に、
紺碧漂う茅の海を⼀眸に収めて、清澄の空気、⾼雅の環境、絶佳の眺望を誇る当国際ホテルは、省
線芦屋駅よりバスにて１５分間の意外なる近距離であります。」と記載されています。 

         
 ４−２．写真                 

・芦屋学園のパンフレット(震災前のもの)より→      
  ・道路際の⼤坂城刻印⽯ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  中の刻印 
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４−２．描かれた国際ホテル 

福⽥眉仙画伯が描く国際ホテル 
 

（１） ｢⼭河放光｣ 
（岩園⼩学校所蔵） 

    紙本淡彩の画で、中央に岩園 
⼩学校が、右上にホテルが 
描かれている  
 

（２）芦屋市名勝繪葉書 
「六麓荘からの⾵景」 

 
    福⽥眉仙画伯は、兵庫県⾚穂郡出⾝ 
    で、⼤正九年に苦楽園と六麓荘に 
    またがる区画に滝の流れる庭を設け 

和⾵住居とアトリエを構えた⽅。 
掛け軸などが芦屋美術博物館、姫路市 
美術館、⻄宮市⽴⼤⾕美術館などに 
多数所蔵されている。   

 
５．建築主について  
 （１）堀抜義太郎 ｢財界巨頭⼋⾯観｣（実業之世界社、昭和 32 年 3 ⽉ 25 ⽇、p.135） 
その昔「爆弾三勇⼠」という軍国美談が伝わるや、全国⺠の⾎を沸きたたせたものですが、当時私は
これをもじつて、⼤阪には爆弾でなく「⾁弾三勇⼠」がいると発表してこれが有名になり、新聞のゴ
シップなどで相当に書き⽴てたものでした。 
この中の⼀⼈が松下さんで、他の⼆⼈は今は故⼈となられた中⼭悦治（中⼭製鋼社⻑）堀抜義太郎（堀
抜帽⼦社⻑）の両⽒です。この三⼈はいずれも⼀職⼯より⾝を起こし、ハダカ⼀貫の体当たりで⼩⼯
場から独⼒独⾏、それぞれ業界の雄となられた⼈で、そのめざましい躍進振りが世上の注視をあびて
いたので、⼤阪の⾁弾三勇⼠としたのです。（以下略）     （⼤阪⼯業会会⻑・吉野孝⼀談） 
  

神社 
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⼈事興信録（昭和 3 年 9 ⽉） 

（２）堀抜義太郎 坂本慎⼀｢下村宏と松下幸之助の知⼈に関するそれぞれの回想｣, 
｢論叢松下幸之助｣第 10 号 2008 年 10 ⽉より抜粋） 

松下幸之助が堀抜義太郎について回想している場合は、江崎利⼀らと｢⽂無し会｣を運営したと
いう話と、終戦直後に借⾦をしたという⼆つに限られているようである。前者については、江崎利
⼀との関係を述べる際、次のように回想している。 

これからも⼆⼈で時折会って話をかわしたいということから、定期的
に会合を開くことにして、これに｢⽂なし会｣という名前をつけました。
⼆⼈とも、それこそ⼀⽂なしの状態で事業を始めたのだから、というこ
とによる命名でしたが、これには後に四⼈の⽅が加わりました。それは、
サントリーの創業者である⿃井信治郎さん、中⼭製鋼所をはじめられた
中⼭悦治さん、京都で重⼯業に成功された寿⼯業の常川健次郎さん、そ
して帽⼦では⽇本⼀になった堀抜帽⼦の堀抜義太郎さんの四⼈でした。 

みな、いわゆる徒⼿空拳から⾝を起こした、同じような経歴の持ち主
ですが、業種が異なる気安さもあって⼤いに意気投合し、当時のお⾦で
⼀万五千円という相当⾼額の⼊会⾦をとって万⼀のときの資⾦とするこ
とにしたり、毎⽉、⼤阪の⼤和屋というところで会合を開き、商売のこ
とについてそれこそ恥も外聞もなく、実情をさらけ出して語りあったり
したものです。こお会合は、次の機会が実に待ち遠しい、ほんとうに楽
しいものでしたが、そのうち戦争が始まって、中⽌せざるを得ないよう
になりました。 

そして戦後、世情もようやく落ち着いて、⽂なし会が再開できるよう
になってくると、まずいちばん若かった堀抜さんが亡くなられ、ついで
中⼭さん、⿃井さん、常⽥さんもこの世を去られて、⼗五年ほど前からは江崎さんとぼくの⼆
⼈にもどってしまったのです。 

終戦直後の借⾦については、次のように述べている。 
私の個⼈的な⽣活状態はどうであったかというと、先にも述べたように、私は財閥指定を受

けて以来、資産はすべて凍結され、毎⽉の⼥中さんの給料まで、進駐軍のゆるしを得なければ
払えなくなっていた。私の⽣活費は、当時の公務員のペースに従って規定され、その範囲内で
の予算と実績を進駐軍に報告しなければならなかった。 

しかし、⼀社の社⻑としてこれでまかなえるはずがない。かと⾔って資産はすべて凍結され
ているから売り⾷いもできず、毎⽇の⽣活にも次第に事⽋くようになっていた。 

やむなく親しい友⼈で会った中⼭悦治⽒、堀抜義太郎⽒、⿃井信治郎⽒などに⽉々の⽣活費
を借りてまわらねばならなかった。それぞれに当時の⾦にして⼗万円近い借⾦をしたであろ
うか。 

この堀抜は⼀般的に事績が紹介されることは少なく、今⽇となっては知る⼿がかりが限られて
いる。 

下村宏は数少ない堀抜の記事を書いた⼀⼈である。昭和⼗⼆（1937）年三⽉、下村は兵庫県六甲
⼭麓の⾃宅・海南荘を⼿放し、東京の⽥園調布に転居した。海南荘を買い取ってくれた堀抜につい
て、次のように書いている。 

田
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 Ａ ⼀体その引き取ってくれる⼈といふのは誰なのかね？ 
 Ｂ 堀抜義太郎といふ⼈だよ。 
 Ａ 聞かない⼈だね。 
 Ｂ 僕も実は初めてなのだよ。この間、海南荘惜別の宴に五⼗名ほど来客が集まったが、この

引継の仲介をしてくれた勧銀の⽥辺加太丸君の外は誰も知らないのだよ。 
 Ａ どうした⼈かね？ 
 Ｂ 伊丹の制帽⼯場の主⼈だよ。 
 Ａ 制帽？ 
 Ｂ 驚くなかれ、今⼀⽇に七千五百打(ﾀﾞｰｽ)つくり上げている。七千五百ぢゃない、打だよ。 
 Ａ ダアスですかい。ソリャ⼤変だなあ！ 

 この記事は昭和⼗⼆（1937）年、雑誌『経済知識』の六⽉号に記載された。同年の『主婦の友』六
⽉号も下村に取材をし、堀抜について聞いている。 

下村先⽣は、⽥園調布のお宅で、････語られるのであった。 
｢君、この堀抜といふ男は偉い男だよ。教育は⼀つもないが、⽇給七⼗五銭から叩き上げて、今
ぢゃ世界の堀抜だよ。こんど妙な縁から僕の海南荘を引受けて貰ったんだが、それまでは聞いた
こともなかった。前から僕のファンだったらしいが、会ってみると実に偉い男だね。今、⽇本に
制帽会社は⼆⼗くらゐあるが、製造⾼は堀抜⼀件だけで外の全部を合はせた数より多いんだか
ら驚くよ｣ 
｢その⼈は今幾つなんですか？｣ 
｢まだ四⼗⼆か三だらうね。とにかく今、旭⽇昇天の勢で伸びてゐるからどこまで⼤きくなるか
判らんね。君、⼀度会ってみ給へ、ずゐぶん苦労もしたらしいが、ああいふ⼈の話を聴くと、毎
⽇下積みで、ウダツが上らんと思ってゐる⼈には⼤きな⼒になるよ｣ 

 続いて、この記事は昭和⼗⼆（1937）年当時の堀抜制帽のデータを掲載している。 
資本⾦百万円の株式会社、職⼯千五百⼈。 
昨年度全国輸出量百⼆⼗万打、堀抜帽体輸出量百⼗万打で全体の九割以上に当たる。 
昭和三年の堀抜帽体⼀ケ⽉の⽣産⾼は千⼆百打、⼗年後の現在は⼀ケ⽉⼗五万打で、まさに百

⼆⼗五倍の展開である。他⼗六社を合計しても堀抜⼀社に及ばざること五万打。 
尚ほ堀抜帽体は三年計画で、⼀⽇⼀万⼀千打、⼀年五千万円輸出を⽬論んでゐる。 
これが⽇給七⼗五銭の職⼯から出発した、四⼗⼆の無教育な男の事業の全貌である。 

 ｢帽体｣とは帽⼦の原型であり、帽体にその時々の流⾏の装飾を付けると完成した帽⼦になるとい
う。 

さらに記事は堀抜の半⽣を紹介している。堀抜は三重県の貧しい農家に⽣まれ、数え年六歳で⺟
を、⼗⼀歳で⽗を失い、⼩学校を五年で退学して、⼗三歳の春に⼤阪の薬屋へ奉公に出た。やがて
メリヤス屋へ転職するが、⼗九歳でメリヤス屋が倒産し、⽇本帽体製造所の職⼯となった。⼤正七
（1918）年、⼆⼗三歳で摂津フェルト会社へ転職し、ここで⽇給七⼗五銭の⽣活をおくった。当時
は未曽有の物価⾼のため三度の⾷事に七⼗⼆銭が必要であり、堀抜は⾷事を⼆度に減らしつつ、本
職の外にメリヤスの夜店を出して窮地を凌いだ。 

⼆⼗四歳で事務⻑兼⼯場⻑に抜擢され、⽉給は百円になった。⼆⼗七歳で結婚し、昭和⼆（1927）
年、千五百円の資本と七千円の借⾦により、七⼗⼆坪の⼯場と三⼗⼆名の職⼯で堀抜帽⼦製作所を
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創業した。⼯場は順調に発展し、昭和九（1934）年三⽉には⾼松宮妃の視察を受けたという。 
下村によれば、海南荘を⼿放すとき、堀抜は「器具家財も差⽀なくばそのままに残して下さい、

海南荘として保存しませう、先⽣いつでも来て泊って下さい」と⾔った。朝⽇新聞の飯島幡司は⼤
阪中から⽯を探し、海南荘に下村の歌碑を建⽴した。今⽇、海南荘は解体されて分譲住宅となって
おり、歌碑は苦楽園四番町公園に残されている。歌碑の表には、「眼ざむれば松の下草を刈る鎌の
⾳さやに聞ゆ⽇和なるらし」という下村の歌がきざまれ、裏に「昭和⼗⼆年四⽉堀抜義太郎建之」
と記されている。 

堀抜と下村は昭和⼗⼆（1937）年頃知り合いになり、下村と幸之助の初⾒は昭和九（1934）年で
ある。幸之助が堀抜とどのようにいつ知り合いになったかは不明である。 

 
（３） 平和産業としての再出発 伊丹市史 第３巻 昭和 47 年 3 ⽉ 31 ⽇ p.602 

戦前、東洋⼀といわれた帽⼦製造⼯場を伊丹に設⽴した堀抜帽⼦は、昭和初期には、その精算
額において、伊丹の伝統産業である製造業さえもしのぐ勢いを⽰した。ところが、戦時体制に⼊
ってから、原材料が騰勢を受けるようになり、帽⼦あら転じて軍⽤のゲートルが主要な製品とな
っていた。 

戦後、平和産業として再出発することになったが、原材料の配給はいっそう乏しくなり、戦後
の再出発も容易ではなかった。そこど、戦時中からのストックでようやく⾷いつなぎ、さらに原
料の⾃給をはかるためにアンゴラ兎
の飼育をはじめた。⽺⽑の輸⼊が停
⽌していたので、そのような必要性
も感じられたわけであるが、展望を
もたないアンゴラ兎への投資は有効
なものとはなりえず、ついに堀抜帽
⼦は経営不振におちいり、昭和⼆⼗
六年七⽉には、富⼠帽⼦⼯業株式会
社として、伊丹市⾏基町の旧堀抜帽
⼦の場所において、再⽣せざるをえないことになった。 

  [川⼝記：「農家の友」昭和 24 年 4 ⽉号に、全国の農家にアンゴラ兎の飼育熱が⾼まっている記事がある] 
 
６．阪神淡路⼤震災 
  
 
 
 
 
 
 
 
情報源： 
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（１）芦屋市ホームページ 
（２）損耗閉鎖登記簿、建物登記簿（IT 化以前） 
（３）｢社員読本 １ 社是と店史｣ 昭和 17 年 9 ⽉ 1 ⽇発⾏,昭和株式會社⽵中⼯務店 
（４） 
（５）坂本慎⼀｢下村宏と松下幸之助の知⼈に関するそれぞれの回想｣ 

 論叢松下幸之助 第 10 号 2008 年 10 ⽉ p.91 
   越⼭邦夫｢三重県名賀郡⻘⼭町と伊丹市堀抜帽⼦製作所社⻑堀抜義太郎｣ 

 地域研究いたみ 第 23 号 平成 5 年 3 ⽉ 31 ⽇ p.78 
   伊丹市史 第３巻 昭和 47 年 3 ⽉ 31 ⽇ p.602 
（６）六麓荘四⼗年史 p.37 「古⽼座談会」の最終部 
  ―；それからも⼀つ堀抜さんがホテルを建てたのはいつごろですか。 

⽥渕：戦前に東京オリンピックを⽬指して建てたのです。 
内藤：客室が少ないのです。そこへ戦争が来ましたので許可が下りなかったのです。そこであす

こが空屋になっていたので六麓荘の⼈のために⼣⾷を⾷べさす場所にしてそして残⽉庵が
あって和⾷の時は残⽉庵で、あれは六麓荘の会員だけが⾏きました。 

中野：料亭で⼀般にやっていたが⼤体会員制度で、いま内藤さんが仰⾔ったように料理屋という
ものは許されなかったので、会員だけということでやっていた。堀抜さんがあのホテルで洋
⾷をやったのはずっと後です。 

−：残⽉庵ではスッポンの料埋をやっていたのですね。いまの芦⼤の隣ですね。私の家の上の… 
内藤：あれは広海さんのお持ちものだったのです。 
−： 堀抜帽⼦がホテルをつくったのですね。今⽇、神井議⻑が話をしていましたが、普通の⼈

が五⼗円くらいの⽉給のときに⼀晩泊ったら三百円ついた。三百円というと半歳働かねは
ならぬ。（笑） そうするとあなた⽅は三百円のホテルにお泊りになった。（笑） 

内藤：泊りはしませんが⾷事はよくしました。お客があったりしますと……。 
⽥淵：⾼い料理でしたね。 
−：そのコック⻑が私のところの⼤阪の「くいだおれ」の店で働いており七⼗⼋才になっており

ます。 
多数；まあ、そうですか。 
−：堀抜のホテルの洋⾷のコックをしておりました。神⼾のオリエンタルホテルに永くおったい

いのを堀抜が引き抜いたのでしょう。 
<快男児、掘抜義太郎⽒> 

中野：堀抜という⼈は愉快な⾯⽩い⼈でした。 
−：あの⼈は⼤ホラ吹きやでね。（笑） 
中野：本当に愉快な⼈でしたが、あの⼈は苦楽⼭荘を残しております。伊丹の帽⼦屋であの苦楽

⼭荘のところが、下村海南先⽣の邸で「海南荘」といっておりました。それを堀抜さんが買
い、そしてここにホテルをやりました。 
戦争中だったが、いつでも若い芸者五、六⼈を連れて愉快な⼈で「中野さんマージャンをし
ょうか」と仰⾔っていました。 

−：⽇本にまだ何もない時分に、弁当箱型のテープレコーダーを進駐軍から貰って、私たちの喋
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ったのをテープに⼊れて聞かしてくれて吃驚したことがある。あの⼈はあれだけやってお
ったのだが、最後はペチャンコになって、ひどいことになった。 

内藤：息⼦さんがいけませんのと違いますか。 
−：いや、おやじも晩年ダメでした。派⼿過ぎました。戦争中に帽⼦で儲けたが戦争が終ると売

れんようになったから、アンゴラ兎を飼うたり、いろいろのことをやりました。 
堀技がホテルをやったのは戦争以前で、⼥学校とどっちが古いですか。 

⽥淵・内藤：⼥学校の⽅が古いですね。 
− 学校は何で焼けたのですか。戦争で焼けたのですか。 
内藤：漏電で夜の七時ごろに焼けました。 
− 最後に伺いますが図⾯で⾒ますと⼤国主⻄神社のお宮がありましたが…⽵⽥さんの屋敷の

突き当りの⼭本さんの家のあったところに… 
⽥淵・内藤：坂を上って⾏きますと⿃居が⽴っておりますね。 
―：そうすると上の道路より上でしたか。ドイツ⼈が⼊っていた家の上。 
中野：あのお宮さんを私ら⽬標で上って⾏きました。現在の⽔源池のある東隣り⽵⽥さんの裏が

いま売りに出ています。                 （おわり） 


